
 
 

令和４年度第１回発達障がい支援者研修会 

 

 

１ 目的 

  中予地域における発達障がい者（児）の支援にかかわる各分野の関係者が一堂に

会し、継続的に意見交換や情報共有を図り、関係機関連携のもと支援体制の整備を

進めていく。 

令和４年度は、Q-SACCS を使った「地域診断」を各市町別に実施し、市町の支援

体制の現状を見える化し、支援の強みや課題を共有する。 

 

２ 研修内容   

対面開催（会場：中予地方局） 

日 付 内容 

令和４年９月９日 

（火） 

 

13：30～ 開会あいさつ 

13：35～ 講演・演習 

〇講演 「Q－SACCS を使った『地域診断』について」 

～発達障がいのある子どもと家族を支援するための 

地域支援体制づくり～ 

おかやま発達障害者支援センター 主幹 今出 大輔 氏 

〇演習（各市町毎にグループワーク） 

Q－SACCS の手法で支援体制の現状を見える化し支援の強み・

課題の共有する 
 

16：00  閉会 

 

 

 

３ 参加者 58 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

令和４年度第２回発達障がい支援者研修会 

 

 

１ 目 的    

発達障がい児者支援において、家族支援は、発達障害児者の家族の対応スキル

の向上を図り、家族を支えるとともに本人の生活の質の向上を図るためにも重要

である。 

愛媛県では令和４年４月から県内 20 市町において発達障がい児者の相談窓口

が設置され、各自治体で地域の特性に応じた家族支援体制の構築を目指している。 

そこで、高知県発達障害者支援センターきらっとの取り組みや愛媛県内での家

族支援（ペアレントトレーニング・ペアレントプログラム）の実践報告を通して、

それぞれの自治体で具体的な取り組みにつなげることを目的とする。 

 

２ 研修内容                    

   ハイブリット開催（会場：にぎたつ会館） 

日 付 内容 

令和４年 12 月 13 日 

（火） 

 

９：30 開会あいさつ 

９：35 「発達障がい児者支援における家族支援について」 

  高知県発達障害者支援センターきらっと  

チーフ（心理判定員） 野々宮京子氏 

11：05 「研修型ペアレントプログラムの取り組みについて」 

      愛媛県発達障がい者支援センターあいゆう 

11：25 「ペアレントトレーニングの実践について」 

     NPO 法人 歩 公認心理師 宇都宮千夏氏 

11：45 質疑応答 

12：10 閉会 

 

 

 

３ 参加者 47 名 

※発達支援センター等連絡会（午後）と同日開催 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

令和４年度第３回発達障がい支援者研修会 

 

 

１ 目 的    

発達障がい児（者）支援において、その人らしさを尊重しながら、本人や家族

が地域で安心して生活できるよう発達障がいを正しく理解し、地域の特性を活か

した支援体制を整備していくことが重要である。 

これまで福祉、医療、教育などの分野で連携し、様々な取り組みが行われてき

たが、近年は発達障がいという視点だけでは捉えることが難しい事例が増えてお

り、強度行動障害、虐待、不登校や引きこもりなど、複雑な課題が存在している。   

そこで、発達障がいと発達の凹凸や困難な場面への具体的対応など、発達障が

いの現状について最新の情報を知り、複雑な事例について理解を深め、適切な対

応方法を学ぶことを目的とする。 

 

２ 研修内容   

オンライン開催 

日 付 内容 

令和５年１月 14 日 

（土） 

 

13：30  開会あいさつ 

13：35  講演「発達障がいの現在(いま)」 

 講師 福井大学 子どものこころの発達研究センター 

     児童青年期こころの専門医育成部門 

客員教授 杉山登志郎 先生 

15：35 質疑応答 

16：00 閉会 

 

 

 

３ 参加者 420 名（録画配信含む） 

 

 

 

 

 

 

 


